
１ 2 ３
本体の電源を入れます。
タッチパネルが通常表示
（下記図）になるまで
お待ちください。

本体のボタン
（下記）を押し
てください。本
体が初期動作し
ている間待ちま
す。

初期動作が終
わったら、PC
からCliniView
を起動します。

患者IDを検索し、
画像履歴を閉じ
ます。

４

撮影する患者を開いたまま
撮影アイコン（下記図）を
クリックします。

画面中に緑色の帯で“撮影準備
完了”と表示されます。

撮影手順

５
パノラマのバイトフォーク
から無歯顎用チンレスト
（下記図）に変更します。

撮影サイズ15×13の場合、
別途参照ください。

６ ７

タッチパネル上で３D
のタブをクリックして
下さい。画面が切り替
わります（下記図）

画面が切り替わった
ら、本体の位置づけ
ボタンをクリックし
て下さい。３D撮影
状態に動きます。



８
動きが止まったら患者に
椅子に座ってもらい、レー
ザーで位置づけを行います。 10 12

1.撮影範囲
の高さの
調整

撮
影
範
囲

９
2.正中線を合わせる。

3.咬合面を水平にするように
患者を位置づけする。

テンプルサポートで
患者を固定します。

歯列弓のいづれかを
触れると下記の画面
になりますタッチパ
ネルで撮部位を歯列

弓上で指定します。

プ
レ
シ
ョ
ッ
ト
行
う
場
合

プレショットを行う場合、
タッチパネルで下記アイコンを
クリックして下さい。

プレショットを行います。
タッチパネルに画像が
表示されます。前方左右
方向の微調整を行った後
保存マークをクリック
します。

側
方

正
面

13
プレショット後、もしくは⻭列⼸
選択後に下記を選択します。
※プレショット後は必ず解像度を選択
してください。また、プレショット後
は⻭列⼸がロックされます。

低被ばくモード

標準モード

高画質モード

エンドモード
（超高解像度モード）
5×5のみ使用できます。

②アーチファクト
除去モード

①解像度の選択


